
金
善
赫
博
士
連
続
講
義
要
約
（
稲
葉
）

二
九
一

日
本
大
学
法
学
部
で
は
韓
国
高
麗
大
学
校
行
政
学
科
大
学
院
教
授
金
善
赫

博
士
を
招
へ
い
し
、
平
成
二
四
年
一
月
二
七
日
（
金
）
連
続
講
義
を
実
施
し

た
。
第
一
講
か
ら
第
三
講
ま
で
い
ず
れ
も
示
唆
に
富
む
内
容
で
あ
っ
た
が
、

と
く
に
第
一
講
で
金
先
生
ご
自
身
の
研
究
成
果
で
あ
る
韓
国
に
お
け
る
抗
議

活
動
の
特
性
に
関
す
る
実
証
研
究
は
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第

三
講
「
東
ア
ジ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
建
設
に
お
け
る
統
一
理
念
と
し
て
の
連

帯
」
は
二
〇
一
二
年
九
月
以
降
の
状
況
に
鑑
み
る
と
極
め
て
感
慨
深
い
。
以

下
、
講
義
の
要
約
を
金
先
生
の
ご
承
諾
を
得
て
掲
載
す
る
。
な
お
、
講
義
は

英
語
で
行
わ
れ
た
が
、
本
講
義
録
は
通
訳
を
さ
れ
た
関
仁
氏
に
ま
と
め
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
誤
り
な
ど
の
文
責
は
本
連
続
講
義
を
主

催
し
た
稲
葉
陽
二
に
あ
る
。

講
師　
　

高
麗
大
学
校　

政
経
大
学　

行
政
学
科
大
学
院

　
　
　
　

教
授　

金　

善
赫　

博
士
（
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学P

h. D

）

（
通
訳　

関　

仁　

氏
）

日
時　
　

一
月
二
七
日
（
金
）
一
三
時
〜
一
七
時
五
〇
分

場
所　
　

日
本
大
学
法
学
部
一
〇
号
館　

一
〇
三
一
講
堂

金
善
赫
博
士
連
続
講
義
要
約

稲　
　

葉　
　

陽　
　

二



二
九
二

第
一
講
：
韓
国
に
お
け
る
民
主
主
義
、
市
民
社
会
と
大
衆
運
動

講
義
の
内
容

一　

韓
国
の
ケ
ー
ス
：
概
観

二　

変
革
前
の
政
府
と
市
民
団
体
の
関
係

三　

一
九
八
七
年
以
降
の
展
開

四　

市
民
団
体
の
政
治

五　
「
論
争
型
民
主
主
義
」
の
挑
戦

韓
国
の
ケ
ー
ス

■　

韓
国
の
民
主
化
運
動
に
お
い
て
は
市
民
団
体
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。
そ
れ
は
民
衆
主
導
型
、
つ
ま
り
い
わ
ゆ
る
エ
リ
ー
ト
た
ち

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
方
向
性
が
決
ま
る
民
主
主
義
で
は
な
く
、

一
般
の
人
々
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
論
争
に
満
ち
た
民
主
化
で
あ
っ

た
。
特
に
一
九
八
七
年
の
六
月
ご
ろ
に
は
非
常
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ

た
。
し
か
し
、
一
九
八
七
年
一
二
月
行
わ
れ
た
選
挙
で
体
制
派
の
候
補

が
選
ば
れ
る
に
つ
れ
て
、
民
衆
化
の
盛
り
上
が
り
と
は
対
照
的
な
暫
時

的
、
妥
協
的
な
変
革
が
実
施
さ
れ
、
市
民
運
動
は
尻
す
ぼ
み
と
な
っ
て

い
っ
た
。
た
だ
、
変
革
以
降
憲
法
の
改
正
、
公
正
な
選
挙
の
実
施
、
集

会
の
自
由
な
ど
大
幅
な
民
主
化
が
着
実
に
進
展
し
て
い
っ
た
。
こ
の
時

期
の
韓
国
に
お
け
る
政
治
の
特
徴
と
し
て
、
変
革
以
前
だ
け
で
な
く
、

演
題　
　
「
朝
鮮
半
島
、
東
ア
ジ
ア
、
世
界
：
民
主
主
義
、
連
帯
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

第
一
講　
【
一
三
時
〜
一
四
時
三
〇
分
】

韓
国
に
お
け
る
民
主
主
義
、
市
民
社
会
と
大
衆
運
動

D
em
ocracy, C

ivil S
ociety, and P

opular P
rotest in S

outh K
orea

第
二
講　
【
一
四
時
四
〇
分
〜
一
六
時
一
〇
分
】

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
国
家
の
対
応　

韓
国
の
ケ
ー
ス

G
lobalization and N

ational R
esponses: T

he C
ase of S

outh 

K
orea第

三
講　
【
一
六
時
二
〇
分
〜
一
七
時
五
〇
分
】

東
ア
ジ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
建
設
に
お
け
る
統
一
理
念
と
し
て
の
連
帯

S
olidarity as a U

nifying Idea in B
uilding an E

ast A
sian 

C
om
m
unity



金
善
赫
博
士
連
続
講
義
要
約
（
稲
葉
）

二
九
三

盧
泰
愚
政
権
下
の
政
府
と
市
民
団
体
の
関
係

　
（
一
九
八
八
年
│
一
九
九
三
年
）

■　

民
衆
運
動
団
体
に
よ
る
民
主
化
運
動
の
継
続
：
選
挙
で
選
ば
れ
た
最

初
の
大
統
領
と
な
っ
た
盧
泰
愚
は
軍
の
出
身
者
で
あ
っ
た
の
で
、
市
民

団
体
は
政
府
の
民
主
化
度
に
対
し
て
深
い
懐
疑
を
持
っ
て
い
た
。

一
九
九
〇
年
一
月
に
は
二
大
野
党
が
与
党
に
合
流
す
る
政
党
合
併
が
起

こ
り
、
民
主
自
民
党
を
結
成
し
た
。
名
前
か
ら
も
類
推
で
き
る
よ
う
に

日
本
の
自
由
民
主
党
の
よ
う
に
長
期
政
権
を
目
指
す
本
格
政
党
と
し
て

設
立
さ
れ
た
が
、
市
民
運
動
家
た
ち
は
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
主
化

が
逆
戻
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
危
機
感
を
高
め
た
。
そ
れ
が
Ｎ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
Ｒ
（
学
生
の
全
国
組
織
）、
Ｋ
Ｃ
Ｎ
Ｄ
Ｍ
（
民
主
化
運
動
団
体
の
連

盟
）、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｃ
（
農
業
従
事
者
の
団
体
）、
Ｋ
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ｕ
（
教
員
の
団

体
）
な
ど
民
衆
運
動
の
重
要
な
国
内
団
体
が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｃ

Ｃ
Ｅ
Ｊ
（
経
済
正
義
実
践
市
民
連
合
）
な
ど
「
新
し
い
市
民
運
動
団

体
」
の
影
響
力
が
増
大
し
て
き
た
。

金
泳
三
政
権
下
の
政
府
と
市
民
団
体
の
関
係

　
（
一
九
九
三
年
│
一
九
九
八
年
）

■　

新
し
い
大
統
領
と
な
っ
た
金
泳
三
は
、
政
党
連
合
の
結
果
生
ま
れ
た

与
党
か
ら
選
出
さ
れ
た
の
で
、
国
民
の
間
で
は
ど
こ
ま
で
本
気
で
民
主

化
を
進
め
る
の
か
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
初
の
年
で
あ
る

以
後
も
政
治
に
対
す
る
抗
議
が
続
い
た
。
さ
ら
に
一
九
九
七
│
九
八
年

の
経
済
危
機
に
際
し
て
は
、
民
主
主
義
に
関
す
る
議
論
の
性
質
が
変
化

し
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
大
手
企
業
が
多
く
倒
産
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の

支
援
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
韓
国
に
と
っ
て
は
屈
辱
的
と
い
え
る
期

間
で
あ
っ
た
。

権
威
主
義
下
に
お
け
る
政
府
と
市
民
団
体
の
関
係

■　

国
家
企
業
主
義
：
政
府
は
準
政
府
組
織
と
も
い
え
る
社
会
集
団
で
あ

る
韓
国
労
働
組
合
総
連
盟
（
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
）
や
全
国
経
済
人
連
合
会
（
Ｆ

Ｋ
Ｉ
）
な
ど
を
設
立
し
、
政
府
の
政
策
を
正
当
化
、
広
報
す
る
た
め
に

活
用
し
た
。
政
府
は
他
方
で
非
公
式
、
非
合
法
の
反
政
府
団
体
（
非
Ｆ

Ｋ
Ｔ
Ｕ
系
労
組
、
学
生
団
体
、
啓
蒙
団
体
な
ど
）
を
抑
圧
し
た
。

変
革
後
の
政
府
と
市
民
団
体
の
関
係

■　

前
述
の
政
府
系
団
体
（
Ｆ
Ｋ
Ｔ
Ｕ
な
ど
）
は
暫
時
的
に
政
府
か
ら
自

主
権
を
回
復
し
て
い
っ
た
。
非
合
法
化
さ
れ
た
民
衆
運
動
団
体
（
韓
国

第
二
の
労
組
で
あ
る
Ｋ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
な
ど
）
も
合
法
化
さ
れ
、
公
的
な
認
知

と
政
策
立
案
過
程
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
供
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
や
中
産
階
級
市
民
に
よ
る
、
非
暴
力
、
新
た
な
課
題

（
経
済
的
正
義
、
環
境
保
全
、
性
差
別
撤
廃
、
等
）
を
扱
う
「
市
民
」

運
動
団
体
が
登
場
し
て
き
た
。



二
九
四

憲
法
秩
序
の
か
く
乱
、
収
賄
禁
止
法
へ
の
反
対
・
忌
避
、
地
域
主
義
の

扇
動
、
脱
税
、
国
会
期
間
中
の
不
適
切
な
言
動
、
等
を
犯
し
た
議
員
候

補
の
擁
立
、
当
選
を
禁
止
す
る
よ
う
は
た
ら
き
か
け
た
。
こ
の
運
動
は

大
き
な
成
果
を
上
げ
、
Ｇ
Ｓ
Ｇ
Ｅ
が
落
選
を
呼
び
か
け
た
八
六
候
補
者

の
う
ち
五
九
人
が
当
選
で
き
な
か
っ
た
。

盧
武
鉉
政
権
下
の
政
府
と
市
民
団
体
の
関
係

　
（
二
〇
〇
三
年
│
二
〇
〇
八
年
）

■　

Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
中
心
と
し
た
市
民
運
動
の
影
響
力
は
維
持
、
拡
大
さ
れ

た
。
具
体
的
に
は
大
型
公
共
事
業
へ
の
反
対
を
行
っ
た
。
ま
た
、
市
民

団
体
は
労
組
、
農
業
団
体
、
野
党
、
そ
の
他
の
社
会
運
動
団
体
と
連
携

し
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
へ
の
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。
新
た
な
流
れ
と
し
て
、

「
保
守
的
」
な
社
会
団
体
が
登
場
し
て
き
た
。
新
し
い
「
保
守
的
」
社

会
団
体
は
過
度
の
民
主
化
を
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
し
て
批
判
、
福
祉
の
行

き
す
ぎ
に
よ
る
国
際
競
争
力
の
低
下
を
懸
念
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
も
強

硬
策
を
主
張
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
市
民
団
体
は
民
主
化
運
動
促
進
を
主

な
目
的
と
し
た
進
歩
的
な
団
体
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
保
守
的
な
団
体

が
対
抗
勢
力
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
韓
国
に
お
い
て
は
こ
の

よ
う
な
進
歩
的
か
保
守
的
か
と
い
っ
た
違
い
よ
り
、（
金
大
中
が
提
唱

し
た
太
陽
政
策
の
対
極
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
）「
保
守
的
」
社
会
団

体
の
提
示
し
た
北
朝
鮮
へ
の
強
硬
路
線
の
方
が
世
論
を
二
つ
に
割
る
も

一
九
九
三
年
に
実
施
し
た
改
革
に
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
た
め
、

政
権
の
正
統
性
に
関
す
る
国
民
の
疑
念
は
相
当
低
下
し
、
民
衆
運
動
団

体
の
勢
い
は
鈍
る
一
方
、
新
し
い
市
民
運
動
団
体
は
影
響
力
を
増
し
た
。

金
泳
三
は
当
初
の
支
持
率
が
九
五
％
と
非
常
に
高
く
、
一
方
で
退
任
す

る
こ
ろ
に
は
経
済
危
機
の
た
め
ほ
と
ん
ど
支
持
率
は
ゼ
ロ
、
最
高
と
最

低
の
支
持
率
を
記
録
し
た
珍
し
い
政
権
で
あ
っ
た
。
政
府
の
積
極
的
な

改
革
と
市
民
運
動
の
一
般
化
で
民
衆
運
動
団
体
は
弱
体
化
し
た
。

一
九
九
四
年
設
立
の
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
参
加
型
民
主
主
義
の
た
め
の
国
民
連

帯
│
通
称
は
参
与
連
帯
）
は
「
民
衆
」
運
動
と
「
市
民
」
運
動
の
合
体

を
意
図
。
各
団
体
の
民
主
化
促
進
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
新
た
な
課
題

を
提
示
、
暴
力
は
否
定
す
る
路
線
を
取
っ
た
。
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
影
響
力
は

次
の
金
大
中
政
権
で
最
高
潮
に
達
す
る
。

金
大
中
政
権
下
の
政
府
と
市
民
団
体
の
関
係

　
（
一
九
九
八
年
│
二
〇
〇
三
年
）

■　

市
民
団
体
内
の
競
争
激
化
：
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
九
七
年
│
九
八
年
の
経
済

危
機
時
の
効
果
的
対
応
（
民
衆
の
声
を
適
切
に
代
返
し
た
）
と
そ
の
後

の
経
済
改
革
に
よ
り
韓
国
最
大
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｊ
を
お
し
の

け
台
頭
し
た
。
そ
の
最
も
典
型
的
な
例
が
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
主
導
し
た
Ｃ
Ｓ

Ｇ
Ｅ
（
総
選
挙
の
た
め
の
市
民
団
体
）
に
よ
る
落
薦
・
落
選
運
動
で
あ

る
。
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
過
去
に
収
賄
、
選
挙
規
制
違
反
、
政
治
活
動
不
足
、



金
善
赫
博
士
連
続
講
義
要
約
（
稲
葉
）

二
九
五

各
種
デ
ー
タ

■　

そ
れ
で
は
ト
ピ
ッ
ク
を
少
し
変
え
て
、
私
が
過
去
二
〇
年
間
に
記
録

を
取
っ
て
き
たP

rotest E
vent D

ata A
rchive K

orea

（P
E
D
A
K

）

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
韓
国
に
お
け
る
抗
議
行

動
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
り
、
一
九
八
七
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の

九
三
二
八
件
の
抗
議
イ
ベ
ン
ト
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
は
二
種

類
の
日
刊
新
聞
と
二
種
類
の
週
刊
誌
（
そ
れ
ぞ
れ
保
守
系
、
革
新
系
）

に
収
録
さ
れ
た
記
事
を
使
用
し
て
い
る
。E

kiert &
 K
ubik

が
開
発

し
た
様
式
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
収
集
方
法
を
使
用
し
て
お
り
、
こ
の
デ
ー

タ
は
四
ヵ
国
比
較
調
査
で
あ
るT

h
e L

ogic of C
ivil S

ociety

（
市
民

社
会
の
理
論
）
に
も
使
用
さ
れ
る
。

市
民
社
会
の
理
論

■　

こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
（
韓
国
と
台
湾
）
と
東
欧
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ハ
ン

ガ
リ
ー
）、
合
計
四
ヵ
国
の
初
期
民
主
政
権
を
比
較
す
る
国
際
調
査
で

あ
る
。
各
国
あ
た
り
二
人
の
専
門
家
が
任
命
さ
れ
、
市
民
団
体
の
タ
イ

プ
（
論
争
的
か
協
調
的
か
）、
異
な
る
市
民
団
体
の
タ
イ
プ
が
民
主
化

の
質
に
ど
う
影
響
す
る
か
、
な
ど
が
主
な
質
問
と
な
っ
て
い
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内
容
は
以
下
の
よ
う
な
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。

■　

年
間
の
抗
議
数

の
で
あ
っ
た
。

李
明
博
政
権
下
の
政
府
と
市
民
団
体
の
関
係

　
（
二
〇
〇
八
年
│
二
〇
一
二
年
）

■　

二
〇
〇
七
年
の
李
政
権
誕
生
は
、
盧
武
鉉
政
権
時
代
に
よ
り
強
化
さ

れ
た
保
守
的
市
民
団
体
の
支
援
を
受
け
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
李
政

権
は
進
歩
的
社
会
団
体
を
弱
体
化
さ
せ
、
保
守
的
団
体
を
強
化
す
る
政

策
を
実
施
し
た
。
前
政
権
の
「
参
加
型
」
政
策
で
設
け
ら
れ
た
多
く
の

諮
問
委
員
会
を
解
散
し
た
。「
法
と
秩
序
」
を
強
調
し
、
二
〇
〇
八
年

の
大
規
模
な
街
頭
デ
モ
は
一
部
の
左
翼
と
進
歩
的
市
民
団
体
の
演
出
と

断
定
、
李
政
権
は
こ
れ
ら
団
体
が
国
家
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
を
禁
止

し
た
。
反
政
府
の
抗
議
、
デ
モ
も
規
制
す
る
一
方
、
政
策
は
時
代
遅
れ

の
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
集
中
し
た
。
現
実
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
双
方
に
お
け

る
表
現
の
自
由
を
規
制
す
る
試
み
も
行
い
、
若
年
層
の
支
持
を
大
き
く

下
げ
た
。
も
と
も
と
李
明
博
は
企
業
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で

あ
っ
た
た
め
、
彼
の
就
任
に
よ
っ
て
経
済
が
好
転
す
る
と
み
ら
れ
て
い

た
が
、
実
際
に
は
大
手
企
業
を
優
先
さ
せ
た
政
策
が
目
立
ち
、
あ
と
一

年
の
任
期
で
あ
る
が
人
気
は
な
い
。
四
月
の
総
選
挙
で
も
与
党
の
勝
利

は
到
底
無
理
で
あ
ろ
う
と
み
ら
れ
て
い
る
。



二
九
六

件
で
あ
る
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
は
約
三
五
〇
件
、
台
湾
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

は
い
ず
れ
も
一
五
〇
件
以
下
で
あ
り
、
韓
国
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
抗
議
行
動

が
多
く
、
台
湾
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
少
な
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

政
権
ご
と
の
抗
議
数

Governments Protests ％

盧泰愚
（1988─92）

3,167 34.0

金泳三
（1993─97）

1,346 14.4

金大中
（1998─2002）

1,684 18.1

盧武鉉
（2003─07）

1,234 13.2

李明博
（2008─10）

1,589 17.1

盧
泰
愚
政
権
時
の
数
字
が
高
い
の
は
民
主
化
直
後
で
あ
る
た
め
理
解
で
き

る
。
李
明
博
政
権
の
数
字
は
最
初
の
三
年
間
だ
け
の
も
の
な
の
で
、
最
終
的

に
は
三
〇
〇
〇
件
を
超
え
る
と
思
わ
れ
る
。

■　

抗
議
行
動
の
概
要
（
参
加
者
数
、
場
所
等
）

■　

参
加
者
の
社
会
的
、
職
業
的
特
性

■　

抗
議
行
動
を
指
揮
、
ま
た
は
費
用
負
担
し
た
組
織
の
性
格

■　

抗
議
の
一
般
的
戦
略

■　

抗
議
の
戦
略
の
詳
細

■　

抗
議
の
目
標
、
要
求
、
不
満
等

■　

抗
議
の
対
象

■　

抗
議
に
対
す
る
反
応

抗
議
行
動
の
数

Year Protests ％
1987 308 3.3
1988 1,222 13.1
1989 932 10.0
1990 577 6.2
1991 228 2.4
1992 208 2.2
1993 246 2.6
1994 222 2.4
1995 231 2.5
1996 374 4.0
1997 273 2.9
1998 389 4.2
1999 454 4.9
2000 288 3.1
2001 198 2.1
2002 355 3.8
2003 354 3.8
2004 256 2.7
2005 238 2.6
2006 160 1.7
2007 226 2.4
2008 599 6.4
2009 391 4.2
2010 599 6.4
Average 388.7
Total 9,328 100

数
字
を
見
る
と
一
九
八
八
年
に
山
が
一
つ
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
抗
議
行

動
は
主
に
労
働
組
合
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
民
主
化
直
後
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

て
い
る
。
そ
の
後
年
間
件
数
は
二
〇
〇
件
前
後
に
落
ち
着
い
た
が
、
二
〇
〇
八

年
の
李
明
博
政
権
以
降
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
年
平
均
の
件
数
は
約
三
八
八



金
善
赫
博
士
連
続
講
義
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約
（
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葉
）

二
九
七

抗
議
の
対
象　

Ｉ

政府 経営者 立法 大統領
地方
自治体

政党
外国
政府

盧泰愚 36.5 27.8 5.5 6.3 5.1 6.4 2.9

金泳三 47.6 20.7 9.2 10.2 7.6 6.0 7.9

金大中 50.5 11.7 8.9 5.1 5.1 4.4 5.9

盧武鉉 36.5 13.7 12.3 5.2 10.0 4.9 6.3

李明博 38.9 14.6 12.7 15.9 4.3 5.7 3.5

盧
泰
愚
政
権
時
の
抗
議
は
労
組
に
よ
る
も
の
が
多
い
の
で
、
対
象
は
経
営

（
者
）
が
多
い
。
李
明
博
政
権
で
は
大
統
領
自
身
が
抗
議
の
対
象
と
な
る
こ

と
が
多
い
。

抗
議
者
数
の
分
布

Governments 1─200
200─
2,000

2,000─

盧泰愚
（1988─92）

51.3 36.8 11.9

金泳三
（1993─97）

48.1 36.4 15.5

金大中
（1998─2002）

56.0 22.5 21.5

盧武鉉
（2003─07）

58.7 20.8 20.6

李明博
（2008─10）

67.3 18.2 14.5

小
規
模
な
抗
議
行
動
は
少
し
増
え
て
い
る
が
、
大
規
模
な
抗
議
も
減
っ
て

は
い
な
い
。

街
頭
デ
モ
参
加
者
の
割
合

Year ％

1988 42.0

1989 60.0

1990 68.3

1991 48.1

1992 48.4

1993 56.0

1994 61.5

1995 37.7

1996 39.4

1997 45.4

1998 32.6

1999 33.2

2000 12.9

2001 16.2

2002 72.8

2003 82.5

2004 68.5

2005 71.7

2006 50.4

2007 87.2

こ
の
数
字
に
は
署
名
運
動
に
署
名
し
た
だ
け
の
人
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、

比
較
的
高
い
数
字
だ
ろ
う
。



二
九
八

抗
議
の
戦
略
と
方
法

政権
暴力的／
無秩序
（％）

非妨害的
（％）

盧泰愚
（1988─92）

56.5 43.5

金泳三
（1993─97）

78.8 21.2

金大中
（1998─2002）

85.1 14.9

盧武鉉
（2003─07）

77.3 22.7

平均 74.4 25.6

こ
の
数
字
を
見
る
と
、
明
ら
か
に
韓
国
に
お
け
る
抗
議
行
動
は
無
秩
序
な

も
の
の
方
が
好
ま
れ
る
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
街
頭
デ
モ
な
ど
で
も
警
官
と

衝
突
す
る
ケ
ー
ス
の
方
が
多
い
。

韓
国
に
お
け
る
抗
議
（
要
約
）

■　

民
主
化
後
も
市
民
の
抗
議
行
動
は
減
っ
て
い
な
い
。
変
革
期
後
は
小

規
模
な
抗
議
行
動
の
割
合
が
少
し
ず
つ
上
昇
し
た
が
、
大
規
模
な
抗
議

の
数
も
減
っ
て
は
い
な
い
。
街
頭
デ
モ
や
抗
議
集
会
の
数
は
二
〇
〇
二

年
以
降
再
度
上
昇
し
始
め
た
。
国
（
中
央
・
地
方
政
府
、
大
統
領
、
国

会
）
政
治
団
体
（
政
党
な
ど
）
を
目
標
と
し
た
抗
議
の
割
合
は
少
し
ず

つ
上
昇
し
て
い
る
。
秩
序
だ
っ
た
や
り
方
よ
り
、
秩
序
を
乱
す
や
り
方

が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

抗
議
の
対
象　

Ⅱ

Year
国家・
政治・社会

市民
社会団体

企業・
経営者

外国政府・
国際機関

1989 48.1 8.7 22.6 2.3

1990 43.7 2.8 24.5 5.3

1991 50.9 13.0 18.2 0.6

1992 47.4 9.5 17.2 0.7

1993 65.9 5.5 14.8 7.6

1994 59.4 6.6 17.7 5.9

1995 58.1 10.2 17.2 4.5

1996 55.6 3.2 14.1 4.3

1997 60.2 5.8 12.4 5.1

1998 63.9 4.9 14.3 3.2

1999 67.3 5.3 11.8 3.5

2000 64.8 5.8 13.9 0.6

2001 75.5 3.5 7.5 0

2002 67.2 6.8 3.6 15.5

2003 72.8 6.9 4.1 10.4

2004 60.6 13.0 8.7 3.1

2005 55.5 3.4 21.5 0

2006 59.3 5.2 13.4 7.0

2007 56.4 8.1 17.4 4.6

「
国
家
・
政
治
・
社
会
」
に
は
政
党
も
含
ま
れ
る
。
韓
国
で
は
政
党
の
人

気
が
な
く
、
大
政
党
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
を
経
験
し
て
い

る
。
二
〇
一
二
年
の
総
選
挙
に
向
け
て
与
党
は
党
名
を
変
え
よ
う
と
し
た
り

し
て
い
る
。
大
統
領
候
補
も
政
党
と
関
係
の
な
い
人
が
多
く
、
今
人
気
の
あ

る
候
補
者
は
韓
国
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
と
呼
ば
れ
る
一
般
企
業
の
Ｃ

Ｅ
Ｏ
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
の
政
治
家
で
な
い
人
の
方
が
信
用
さ
れ
て
い

る
。
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か
（
代
表
制
で
は
な
い
、
議
論
を
通
じ
た
民
主
主
義
）

■　

あ
る
い
は
最
終
的
に
は
「
正
常
」
な
民
主
主
義
に
移
行
す
る
の
か
。

そ
れ
が
よ
い
の
か
。
専
門
家
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

第
二
講　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
国
家
の
対
応　

韓
国
の
ケ
ー
ス

内
容一

．
は
じ
め
に

二
．
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
「
多
様
化
」

三
．
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対
応
：
韓
国
の
場
合

四
．
よ
り
柔
軟
な
戦
略
の
構
築

五
．
結
論

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

■　

今
日
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
い
く
つ
か
の
要
素
か
ら

成
り
立
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
資
本
、
労
働
な
ど
が
過
去
と
比
べ
て
容

易
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
国
境
の
実
効
性
が
低
下
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
交
通
の
発
展
に
よ
り
国
を
ま
た
ぐ
通
信
と
拡
散
速
度
が
加
速

し
て
い
る
。
金
融
危
機
や
欧
州
の
ユ
ー
ロ
危
機
の
正
解
的
影
響
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
多
様
な
分
野
で
国
の
相
互
依
存
が
進
ん
で
い
る
。
従
来

国
際
問
題
は
国
が
主
役
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
当
事
者
と
ス
テ
ー
ク
ホ

考
察

■　

政
党
の
退
化
（
韓
国
で
は
非
政
治
家
の
方
が
信
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ

る
）

■　

大
衆
主
導
型
変
化
の
レ
ガ
シ
ー
（
市
民
運
動
は
常
に
有
力
な
オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。
政
治
に
何
か
を
求
め
る
と
き
、

一
般
の
人
は
政
党
に
訴
え
る
よ
り
、
市
民
団
体
に
訴
え
た
方
が
効
果
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。）

■　

参
加
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
欠
如

■　

社
会
運
動
の
進
化
：
祭
典
＋
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
か
つ
て
は
デ
モ
な
ど
に
参
加

す
る
こ
と
は
命
の
危
険
を
も
意
味
し
た
が
、
最
近
で
は
参
加
が
危
険
で

は
な
い
と
い
う
認
識
に
な
っ
て
い
る
。
若
い
人
の
間
で
は
む
し
ろ
か
っ

こ
い
い
行
為
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
デ
モ
な
ど
に
参
加
し
て
い
る

自
分
の
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
に
よ
り
運
動
の
展
開
方

法
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。）

結
論

■　

抗
議
は
韓
国
の
民
主
主
義
の
過
渡
期
の
も
の
？
恒
久
的
な
も
の
？

（
韓
国
で
は
政
党
が
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
運
動
な
ど
を
通
じ

た
論
争
型
の
民
主
主
義
が
主
流
で
あ
る
。
各
国
が
自
国
に
あ
っ
た
モ
デ

ル
を
採
用
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。）

■　
「
民
主
主
義
の
多
様
性
」：
韓
国
は
独
自
の
民
主
主
義
を
生
み
だ
す
の



三
〇
〇

義
の
波
の
こ
と
で
あ
る
。）

三
．
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｎ
Ｐ
Ｍ
）
の
理
論
に
基

づ
き
、
触
発
さ
れ
た
政
府
、
公
的
機
関
の
改
革
（
Ｎ
Ｐ
Ｍ
は
過
去
数
十

年
間
に
わ
た
っ
て
支
配
的
で
あ
っ
た
政
治
改
革
の
理
念
。
民
間
セ
ク

タ
ー
は
効
率
、
透
明
性
が
高
く
、
コ
ス
ト
も
安
い
反
面
、
公
的
セ
ク

タ
ー
は
そ
の
逆
な
の
で
、
公
的
セ
ク
タ
ー
は
民
間
セ
ク
タ
ー
の
理
念
を

導
入
す
べ
し
、
と
い
う
の
が
そ
の
骨
子
。
主
に
英
米
の
ア
ン
グ
ロ
サ
ク

ソ
ン
系
の
国
で
採
用
さ
れ
た
。）

ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン　

Ⅱ

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

一
．
将
来
に
つ
い
て
の
国
際
、
超
国
家
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ョ
ン
（
今

後
一
〇
年
、
二
〇
年
経
っ
た
時
、
国
の
役
割
は
な
に
か
、
企
業
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
か
、
ま
た
国
際
統
治
は
ど
の
よ
う
な

構
造
で
行
う
べ
き
か
を
検
討
。）

二
．
集
約
対
多
様
化

一
．
国
家
体
制

二
．
個
別
政
策

「
多
様
性
」
の
出
現

同
一
性
よ
り
多
様
性
（
当
初
国
家
は
同
じ
よ
う
な
モ
デ
ル
に
集
約
さ
れ
て

ル
ダ
ー
が
政
府
だ
け
で
な
く
、
政
府
間
組
織
、
多
国
籍
企
業
、
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
個
人
活
動
家
な
ど
も
含
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
政
策
課
題
は

複
雑
化
、
不
確
定
化
、
予
測
困
難
度
が
上
昇
し
て
お
り
、
有
効
な
協
力

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
中
国
の
黄
砂
問
題
は
国
際
協
力
が
必

要
な
環
境
問
題
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
：
地
球
レ

ベ
ル
で
の
変
化
、
特
に
国
境
の
実
効
性
低
下
、
国
を
ま
た
ぐ
通
信
と
拡

散
速
度
の
加
速
、
多
様
な
分
野
で
深
化
す
る
国
の
相
互
依
存
、
当
事
者

の
非
政
府
機
関
へ
の
拡
散
、
複
数
セ
ク
タ
ー
に
ま
た
が
る
事
象
と
問
題

解
決
に
お
け
る
協
業
の
増
加
。

ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン　

Ｉ

一
．
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
の
浸
透
と
拡
大
（
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
は
世

界
は
市
場
経
済
と
社
会
主
義
経
済
に
対
立
し
て
い
た
が
、
七
〇
年
代
後

半
以
降
は
中
国
も
含
め
て
す
べ
て
の
国
が
自
由
主
義
経
済
を
採
用
し
た

と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
な
」
と
い
う
表

現
は
、
八
〇
年
代
の
米
国
に
お
け
る
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
、
英
国
の

サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
な
ど
、
規
制
緩
和
な
ど
を
進
め
た
経
済
政
策
上
の
理

念
で
あ
る
。）

二
．
リ
ベ
ラ
ル
な
民
主
主
義
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
拡
大
と
普
及
（
サ
ミ
ュ
エ

ル
・
ハ
テ
ィ
ン
グ
ト
ン
が
「
第
三
の
波
」
で
述
べ
た
、
南
欧
に
始
ま
り
、

南
米
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
を
経
て
東
欧
に
波
及
し
て
い
っ
た
民
主
主
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三
〇
一

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
国
の
対
応

既存のグローバリゼーション
に対する態度

賛成 反対

グローバリ
ゼーション
の戦略

変化型 強化 抵抗

順応型 一気の同調 距離を置く

「
変
化
型
」
と
規
定
し
て
い
る
の
は
、
国
力
、
影
響
力
が
強
い
国
の
オ
プ

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
能
動
的
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
り
、

都
合
の
良
い
枠
組
み
を
作
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
韓
国
は
大
国
で
は
な

い
の
で
変
化
型
の
政
策
は
取
れ
ず
、「
一
気
の
同
調
」
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

韓
国
の
場
合　

Ｉ

金
大
中
政
権
下
の
Ｎ
Ｐ
Ｍ
改
革
（
一
九
九
八
年
│
二
〇
〇
三
年
）：
金
大

中
か
ら
李
明
博
に
至
る
ま
で
の
政
権
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

い
く
と
す
る
予
測
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
現
実
は
そ
の
よ
う
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。
米
国
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
が
「
歴
史
の
終
わ
り
」
で
述
べ

た
将
来
予
測
。）

一
．「
資
本
主
義
の
多
様
性
」：
自
由
市
場
経
済
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）、
調
整
市
場

経
済
（
Ｃ
Ｍ
Ｅ
）、
等

二
．「
民
主
主
義
の
多
様
性
」：
間
接
型
対
参
加
・
直
接
型
、
論
争
対
協
調

（
現
在
で
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
が
民
主
主
義
を
標
榜
し
て
い
る
が
、
実

際
の
統
治
形
態
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。）

三
．「
行
政
改
革
の
多
様
性
」：
Ｎ
Ｐ
Ｍ
対
ニ
ュ
ー
・
ガ
バ
ナ
ン
ス



三
〇
二

さ
な
政
府
、
生
産
性
、
規
制
緩
和
、
市
民
憲
章
な
ど
は
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
。

し
か
し
盧
武
鉉
政
権
も
成
果
主
義
、
顧
客
満
足
、
透
明
性
、
柔
軟
な
人

事
・
組
織
管
理
は
強
化
。

■　

現
在
の
李
明
博
政
権
：
金
大
中
政
権
の
Ｎ
Ｐ
Ｍ
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
再
興
。

効
率
、
透
明
性
、
顧
客
視
点
が
参
加
や
説
明
責
任
よ
り
強
調
さ
れ
て
い

る
。

よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
戦
略
の
策
定　

Ｉ

■　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
な
性
格
は
今
後
変
わ
る

か
。
韓
国
を
含
む
各
国
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル

な
政
策
対
応
は
民
主
主
義
と
発
展
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
も
た
ら
す

か
も
し
れ
な
い
。
個
人
的
な
経
験
だ
が
、
韓
国
で
は
ど
の
大
学
を
出
た

か
は
あ
る
程
度
そ
の
人
の
努
力
の
反
映
で
あ
っ
た
。
し
か
し
最
近
の
セ

ミ
ナ
ー
で
学
生
が
「
ど
の
大
学
を
出
た
か
は
そ
の
人
の
努
力
と
は
全
く

関
係
が
な
く
、
親
の
所
得
水
準
の
反
映
で
し
か
な
い
」
と
言
い
切
っ
て

い
た
。
一
九
八
〇
年
代
と
比
べ
て
教
育
の
意
味
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
く
問
題
で
あ
る
。

■　

世
界
的
な
金
融
危
機
は
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
の
内
部
リ
ス
ク
や
脆
弱

性
を
露
呈
し
、
国
家
や
セ
ク
タ
ー
を
超
え
た
協
調
に
対
す
る
国
の
懸
念

を
増
加
さ
せ
た
。
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

分
け
て
考
え
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
有
力
な
選
択
肢
で
あ
る
と

活
躍
し
た
と
い
う
共
通
項
が
あ
る
。
民
間
で
う
ま
く
い
っ
た
や
り
方
を
公
的

セ
ク
タ
ー
に
も
応
用
し
た
。

■　

金
融
政
策
：
予
算
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
（
予
算
よ
り
支
出
を
低
く

抑
え
ら
れ
れ
ば
個
人
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
供
与
さ
れ
る
制
度
）、

ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
予
算
編
成
（
従
来
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
最

初
に
枠
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
が
、
枠
の
中
で
な
ら
ど
の
よ
う
に
支
出
す

る
か
は
自
由
）、
人
件
費
総
枠
制
度

■　

人
事
管
理
：
オ
ー
プ
ン
・
ポ
ス
ト
制
度
（
公
的
機
関
へ
は
試
験
を

通
っ
た
も
の
し
か
入
れ
な
か
っ
た
が
、
特
定
の
言
語
が
う
ま
い
な
ど
専

門
知
識
を
持
っ
た
民
間
人
が
採
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
結
果
と
し
て

官
僚
主
義
の
弱
体
化
を
招
い
た
。）

■　

組
織
管
理
：
国
有
企
業
（
Ｓ
Ｏ
Ｅ
）、
行
政
機
関
の
民
営
化

韓
国
の
場
合　

Ⅱ

■　

盧
武
鉉
政
権
で
は
各
種
委
員
会
、
チ
ー
ム
・
シ
ス
テ
ム
省
庁
（
省
庁

は
水
平
な
関
係
と
さ
れ
、
タ
ス
ク
ご
と
に
組
織
が
変
更
さ
れ
た
。
多
く

の
省
庁
か
ら
は
不
満
の
声
が
出
た
）
を
特
徴
と
し
た
。
金
大
中
政
権
と

比
較
す
る
と
、
金
大
中
は
Ｎ
Ｐ
Ｍ
を
導
入
し
、
強
力
に
推
進
し
た
。
盧

武
鉉
は
参
加
と
地
方
分
権
を
主
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
的
政
策
は
変
更
ま
た
は
逆

行
し
た
。
し
か
し
、
盧
武
鉉
時
代
に
も
金
時
代
に
導
入
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｍ

改
革
は
制
度
化
さ
れ
、
強
化
、
拡
張
、
深
化
し
た
。
競
争
、
効
率
、
小
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三
〇
三

結
論

■　

過
去
一
〇
年
間
、
韓
国
を
含
む
多
く
の
国
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
に
対
し
て
取
っ
た
反
射
的
と
も
い
え
る
対
応
は
、
性
質
的
に
は
ネ
オ

リ
ベ
ラ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
。
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
競
争
原
理
を
盲
目

的
に
導
入
す
る
た
め
に
国
の
仕
組
み
を
解
体
す
る
と
民
主
主
義
と
発
展

の
阻
害
と
な
る
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
。
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
な
改

革
は
公
的
機
関
や
政
策
決
定
過
程
を
よ
り
効
率
的
、
適
格
、
ア
ク
セ
ス

し
や
す
く
透
明
な
も
の
に
し
た
。
し
か
し
、
同
時
に
経
済
を
外
部
の
影

響
に
さ
ら
し
、
政
策
を
む
し
ろ
民
主
的
で
な
い
も
の
に
し
、
社
会
を
両

極
化
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
す
た
め
に
新
し
い
戦
略
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
の
二
つ
の
選
挙
で
は
官
民
の
両
方
を
理
解
し
、

そ
の
上
で
国
際
競
争
力
を
伸
ば
す
政
策
が
取
れ
る
リ
ー
ダ
ー
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

■　

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
す
る
た
め
の
新
し
い
戦
略
は
、
こ

の
過
去
数
十
年
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
、
行
き
す
ぎ
た
ネ
オ
リ
ベ
ラ

ル
改
革
を
見
直
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
セ
ク
タ
ー
を
越
え
た
協
力
と

強
調
に
注
目
し
た
も
の
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
セ
ク
タ
ー
を
ま
た
ぐ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
協
力
の
ま
と
め
役
と
し
て
の
政
府
の
地
位
は
再

確
認
、
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
と
公
的
機
関
は
政
府
、
市
場
、

市
民
団
体
の
よ
り
建
設
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
作
り
出
す
運
動
を

始
め
る
時
が
来
て
い
る
。

認
識
す
る
こ
と
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
柔
軟
な
戦
略
を
構
築
す
る
た
め

の
第
一
歩
で
あ
ろ
う
。

よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
戦
略
の
策
定　

Ⅱ

■　

韓
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｍ
的
改
革
は
政
府
と
公
的
セ
ク
タ
ー
、
特
に
内
部
の
組

織
と
管
理
に
注
目
し
、
政
府
と
市
場
、
市
民
団
体
と
の
リ
ン
ク
は
あ
ま

り
注
目
し
な
か
っ
た
。
国
家
を
否
定
し
、
市
場
経
済
を
優
先
さ
せ
す
ぎ

た
。
し
か
し
国
家
と
し
て
の
能
力
は
い
か
に
セ
ク
タ
ー
を
越
え
た
多
様

な
協
力
関
係
を
築
け
る
か
に
か
か
っ
て
き
て
い
る
。

よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
戦
略
の
策
定　

Ⅲ

■　

国
家
の
制
度
を
（
他
の
組
織
と
）「
緩
や
か
に
連
携
し
た
」
も
の
と

し
て
い
く
こ
と
が
政
策
的
失
敗
と
そ
の
悪
影
響
を
最
小
化
す
る
う
え
で

必
要
。
地
方
の
組
織
へ
の
権
限
付
与
、
民
主
主
義
を
手
続
き
か
ら
よ
り

本
質
的
な
面
へ
と
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
将
来
の
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応
す
る
た
め
Ｎ
Ｐ
Ｍ
に
基
づ
く
改
革
を
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
国
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
生
き
延
び
ら
れ
る
か

は
多
様
な
レ
ベ
ル
、
セ
ク
タ
ー
の
制
度
を
作
り
発
展
さ
せ
ら
れ
る
か
、

政
策
に
基
づ
く
統
治
を
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
続
く
今
日
に
あ
っ
て
こ
れ
こ
そ
が
政
府
の
政
策
の
最
大
課
題
で
あ
る
。



三
〇
四

会
的
民
主
主
義
を
強
調
す
る
モ
デ
ル

●　

一
八
九
一
年
│
現
在
（
ロ
ー
マ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
社
会
的
教

え
）
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
的
正
義
と
社
会
福
祉
に
基
づ
く
モ
デ
ル

●　

一
九
四
五
年
│
現
在
（
Ｅ
Ｕ
）
前
述
三
モ
デ
ル
の
統
合
。
欧
州
の

経
済
・
政
治
の
統
合
に
と
も
な
い
超
国
家
的
に
展
開

フ
ラ
ン
ス
革
命

■　

一
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
主
に
財
産
の
取
引
に
つ
い
て
借
金
を
返
済

し
契
約
を
守
るsolidarité

の
概
念
か
ら
派
生
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
後
、

政
治
的
制
圧
か
ら
の
自
由
と
い
う
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ジ
ャ

コ
バ
ン
派
の
運
動
は
「
兄
弟
の
社
会
」
を
建
設
す
る
た
め
に

solidarité

に
訴
求
。
社
会
的
地
位
、
職
業
、
財
政
的
地
位
の
違
い
を

超
え
よ
う
と
し
た
。
個
人
の
権
利
や
自
由
と
社
会
的
一
体
性
、
共
同
体

を
、
資
本
主
義
と
社
会
主
義
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
た
め
に
使
わ
れ
た
。

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
社
会
民
主
主
義

■　

マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
労
働
者
の
連
帯
か
ら
由
来
。「
兄
弟
の

よ
う
な
結
び
つ
き
が
各
国
の
労
働
者
を
結
び
つ
け
、
自
由
へ
の
活
動
を

通
じ
て
連
帯
す
る
」
と
い
う
理
念
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
死
後
二
つ
の

方
向
へ
と
分
裂
し
た
。
そ
れ
が
、
レ
ー
ニ
ン
と
ソ
ビ
エ
ト
共
産
主
義
の

革
命
的
民
主
主
義
と
欧
州
大
陸
の
社
会
民
主
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
民
主

第
三
講
：
東
ア
ジ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
建
設
に
お
け
る
統
一
理
念
と
し
て

の
連
帯

内
容一

．
は
じ
め
に

二
．
州
の
歴
史
に
お
け
る
連
帯
の
倫
理
的
理
念

三
．
Ｅ
Ｕ
の
連
帯
：
シ
ュ
ー
マ
ン
宣
言
と
「
欧
州
社
会
モ
デ
ル
」
か
ら

ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
へ
の
シ
フ
ト
（
欧
州
で
起
き
て
い
る
ギ
リ
シ
ャ

問
題
や
、
援
助
に
躊
躇
し
て
い
る
欧
州
主
要
国
を
見
て
ユ
ー
ロ
分
裂

の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
ル
ケ
ル
は
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
政
治
統
合
を
強
化
し
、
欧
州
が
勢
い
を
取
り
戻
す
こ
と
も
あ
り

得
る
。
結
論
を
出
す
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。）

四
．
連
帯
と
東
ア
ジ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
見
通
し

五
．
結
論

欧
州
の
歴
史
に
お
け
る
連
帯
の
倫
理
的
理
念

■　

連
帯
は
、
四
つ
の
重
要
な
モ
デ
ル
の
中
で
形
成
さ
れ
、
主
要
な
政
治

上
の
理
念
と
し
て
進
化
し
た
。

●　

一
七
八
九
年
│
現
在
。（
フ
ラ
ン
ス
革
命
）
共
同
責
任
と
市
民
の

友
情
か
ら
発
展
し
、
自
由
と
平
等
、
友
愛
を
中
核
に
し
た
モ
デ
ル

●　

一
八
四
八
年
│
現
在
（
マ
ル
ク
ス
と
そ
の
分
派
）
社
会
主
義
と
社
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三
〇
五

S
ollecitu

d
o R

ei S
ocialis

（1989

）：
世
界
的
相
互
依
存
が
加
速
す

る
現
在
に
お
い
て
、
連
帯
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
倫
理
的
義
務
で
あ
る
と

規
定
し
た
。

■　

C
en

tesim
u

s A
n

n
u

s

（1991

）：
連
帯
と
キ
リ
ス
ト
教
の
い
う
と
こ

ろ
の
、
公
共
に
お
け
る
「
貧
者
の
望
ま
し
い
オ
プ
シ
ョ
ン
」
を
よ
り
明

確
に
関
連
づ
け
た
。
上
記
の
す
べ
て
の
コ
メ
ン
ト
は
欧
州
員
会
（
Ｅ

Ｃ
）
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ロ
ー
ル
委
員
長
の
主
導
し
た
社
会
政
策
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
に
呼
応
し
て
発
表
さ
れ
た
。

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
連
帯　

Ｉ

F
rom
 the S

chum
an D

eclaration

（1950

）：
シ
ュ
ー
マ
ン
宣
言
よ
り

■　

こ
の
よ
う
に
し
て
実
現
し
た
連
帯
は
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
間
の
戦

争
が
考
え
ら
れ
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
物
理
的
に
も
不
可
能
な
こ
と

を
明
確
に
す
る
。
欧
州
は
一
瞬
に
し
て
形
成
さ
れ
た
り
、
単
一
の
計
画

に
よ
っ
て
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
具
体
的
な
成
果
に
よ
っ
て
ま
ず
実

質
的
な
連
帯
が
創
出
さ
れ
る
。

■　

二
〇
〇
七
年
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
は
「
連
帯
権
」
の
条
項
が
あ
り
、

医
療
や
社
会
福
祉
、
年
金
な
ど
の
労
働
に
関
す
る
権
利
、
Ｅ
Ｕ
の
環
境

保
全
、
持
続
的
発
展
、
消
費
者
保
護
な
ど
の
優
先
事
項
に
つ
い
て
も
記

載
し
て
い
る
。

主
義
で
あ
る
。

■　

キ
ー
と
な
る
哲
学
者
：
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、

社
会
民
主
主
義
者
は
マ
ル
ク
ス
の
唱
え
た
資
本
主
義
の
終
焉
を
待
た
ず

に
他
の
社
会
階
級
と
手
を
結
び
、
政
治
的
、
経
済
的
変
化
を
追
求
す
べ

き
と
提
唱
し
た
。

ロ
ー
マ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク

■　

法
王
の
い
く
つ
か
の
不
平
等
を
克
服
し
、
社
会
福
祉
と
社
会
正
義
に

関
わ
る
公
的
機
関
を
強
化
す
る
必
要
を
訴
え
た
回
勅
に
由
来
す
る
。

R
eru

m
 N

ovaru
m

（L
eo X

III, 1891
）
で
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
を
引
用
し
、「
市
民
の
友
情
」
や
「
兄
弟
愛
」
の

主
要
理
念
を
強
調
し
た
。Q

u
ad

ragesim
o A

n
n

o
（P

ius X
I, 1931

）

で
は
教
会
自
身
を
含
む
任
意
団
体
は
「
社
会
的
慈
善
」
を
実
践
し
「
社

会
的
に
適
正
な
家
族
の
た
め
の
賃
金
」
を
得
る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
推

奨
し
た
。M

ater et M
agistra

（John X
III, 1961

）
で
は
「
連
帯
」

と
い
う
言
葉
を
使
用
し
国
際
的
な
社
会
、
経
済
上
の
不
平
等
を
是
正
し

よ
う
と
し
た
。

ジ
ョ
ン
・
ポ
ー
ル
二
世

■　

L
aborem

 E
xercen

s

（1981

）：
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
労
組
「
連
帯
」
の

運
動
に
つ
い
て
、
労
働
者
の
連
帯
と
団
体
行
動
を
擁
護
し
た
。
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〇
六

と
同
じ
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ャ
国
債
が
投
げ
売
り
さ
れ
て
、
保
証
金
を
払

う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。」（
重
要
な

の
は
欧
州
が
ギ
リ
シ
ャ
支
援
を
す
る
こ
と
に
し
た
こ
と
。「
連
帯
」
を

守
る
こ
と
に
し
た
と
い
え
る
。）

連
帯
と
東
ア
ジ
ア　

Ｉ

■　

近
代
以
前
：
連
帯
の
理
念
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
な
か
っ
た
。

中
国
を
中
心
と
し
た
階
級
制
度
は
中
国
の
歴
代
帝
国
を
頂
点
に
し
て
お

り
、
連
帯
の
必
要
が
な
か
っ
た
。
日
本
は
や
や
独
立
し
て
い
た
が
、
韓

国
は
属
国
的
な
存
在
で
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。
同
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
い
う
関
係
に
は
無
理
が
あ
っ
た
。

■　

近
代
：「
連
帯
」
は
繰
り
返
し
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
登
場
し
た
。

一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
、
日
本
を
中
心
と
し
た
軍
事
的
、
拡
張

的
な
概
念
と
し
て
登
場
。
冷
戦
時
代
に
は
極
め
て
理
念
的
な
概
念
。
冷

戦
の
相
手
に
抗
議
す
る
か
、
全
て
の
覇
権
に
反
対
。
一
九
九
〇
年
│
現

在
（
ポ
ス
ト
冷
戦
）
で
は
連
帯
を
地
域
の
組
織
作
り
に
活
用
す
る
発
想

が
少
し
ず
つ
増
加
。

連
帯
と
東
ア
ジ
ア　

Ⅱ

■　

汎
ア
ジ
ア
の
連
帯
：
韓
国
、
日
本
、
中
国
は
全
て
地
域
の
連
帯
を
意

識
し
て
い
た
。
西
側
帝
国
主
義
に
対
抗
し
て
似
た
文
化
、
人
種
、
歴
史

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
連
帯　

Ⅱ

■　

一
九
九
二
年
の
市
場
統
合
と
同
時
期
の
デ
ロ
ー
ル
委
員
会
の
社
会
政

策
は
性
的
平
等
、
職
場
の
健
康
、
安
全
、
移
民
な
ど
の
課
題
に
お
け
る

Ｅ
Ｕ
の
役
割
を
拡
張
し
た
。
経
済
的
に
貧
し
く
、
経
済
統
合
の
進
行
に

よ
っ
て
さ
ら
に
社
会
的
経
済
的
な
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
る
地
域
を
支
援

す
る
た
め
の
「
構
造
的
基
金
」
を
拡
充
し
た
。
自
然
災
害
や
テ
ロ
攻
撃

の
際
の
援
助
の
た
め
の
危
機
対
応
基
金
を
設
立
。
こ
れ
に
は
国
際
収
支

に
困
難
を
き
た
す
非
加
盟
国
向
け
の
「
連
帯
基
金
」
も
含
ま
れ
た
。

論
争
の
中
の
連
帯
（
現
在
に
お
い
て
「
連
帯
」
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て

い
る
か
）

■　

ジ
ョ
ー
ジ
・
パ
パ
ン
ド
ル
（
ギ
リ
シ
ャ
の
当
時
の
首
相
）：「
欧
州
の

連
帯
に
は
血
肉
が
通
っ
て
い
る
。
今
日
の
出
来
事
は
ギ
リ
シ
ャ
だ
け
の

こ
と
で
は
な
く
、
欧
州
と
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
も
意
義
深
い
決
断
だ
」（
欧

州
各
国
に
対
し
て
「
連
帯
」
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。）

■　

ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ
ル
：「
欧
州
は
大
き
な
課
題
に
対
す
る
行
動
力

を
証
明
し
た
。
ユ
ー
ロ
の
安
定
性
を
確
保
す
る
と
同
時
に
困
難
を
き
た

し
た
国
を
連
帯
し
て
守
っ
た
。」

■　

ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
：「
こ
の
合
意
は
ア
テ
ネ

が
期
待
し
て
い
た
全
面
的
な
連
帯
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
守
ら
な
く

て
済
む
よ
う
に
と
の
期
待
の
も
と
の
合
意
で
あ
る
。
銀
行
預
金
の
保
証
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意
図
し
た
。

■　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

東南アジア 北東アジア

類似点
・親米反共
・団結は主に政治、軍事で共有、実施された

相違点

・アジア宣言
・共産主義に対抗する
ための政治と安全保
障が目的

・地域の団結は重要視
されなかった。

連
帯
と
東
ア
ジ
ア　

Ｖ

■　

背
景
：
太
平
洋
の
世
紀
に
入
っ
て
「
ア
ジ
ア
の
勃
興
」
が
認
知
さ
れ

る
。
九
〇
年
代
の
ア
ジ
ア
経
済
危
機
を
契
機
に
ア
ジ
ア
の
地
域
主
義
が

盛
り
上
が
る
↓
「
東
ア
ジ
ア
」
が
東
南
ア
ジ
ア
と
北
東
ア
ジ
ア
を
結
び

つ
け
る
概
念
と
し
て
登
場
。

■　

九
〇
年
代
初
頭
：
地
域
の
経
済
の
実
力
を
背
景
に
、
ア
ジ
ア
ニ
ズ
ム

を
持
つ
北
東
ア
ジ
ア
の
三
国
が
連
合
し
た
ら
よ
い
と
い
う
構
想
。

■　

韓
国
：「
東
洋
主
義
」
に
よ
っ
て
平
和
な
東
ア
ジ
ア
を
想
定
。
北
東

ア
ジ
ア
の
三
国
が
連
合
す
れ
ば
、
当
時
世
界
秩
序
の
盟
主
で
あ
っ
た
西

側
と
対
等
に
な
れ
る
と
考
え
た
。
キ
ム
・
オ
ク
・
キ
ュ
ン
は
著
書
「
三

国
の
調
和
」
の
中
で
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
の
連
盟
を
記
述
し
て
い
る
。

連
帯
と
東
ア
ジ
ア　

Ⅲ

■　

中
国
：「
大
ア
ジ
ア
ニ
ズ
ム
」
サ
ン
・
ヤ
ッ
ト
・
セ
ン
。
一
九
二
〇

年
代
、
日
本
の
神
戸
で
日
本
人
に
対
し
「
ア
ジ
ア
の
人
々
が
こ
の
よ
う

に
連
帯
し
て
西
側
に
対
抗
す
れ
ば
最
終
的
な
勝
利
を
つ
か
め
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

■　

日
本
：
非
侵
略
的
な
概
念
か
ら
拡
張
・
軍
国
主
義
の
た
め
の
概
念
に
。

第
一
ス
テ
ー
ジ
で
は
日
本
の
ア
ジ
ア
ニ
ズ
ム
は
西
側
帝
国
主
義
と
対
抗

す
る
た
め
の
中
国
、
韓
国
と
の
連
合
と
協
力
を
想
定
（
中
韓
と
あ
ま
り

違
わ
な
い
）。
第
二
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
が
軍
の
ア
ジ

ア
各
国
の
侵
略
、
征
服
、
植
民
地
化
を
正
当
化
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ

た
。

連
帯
と
東
ア
ジ
ア　

Ⅳ

■　

非
同
盟
運
動
：
五
〇
年
代
中
葉
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
大
国
の
影
響

を
逃
れ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
諸
国
が
一
体
化
し
協
力
す
る
こ
と
を
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八

り
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
「
規
則
の
受
け
手
」
か
ら
「
規
則
の
決
め
手
」
へ

と
進
化
し
た
。

危機以前
・開かれた地域主義
・アジアの貿易・生産ネットワーク
から自然に進化

危機以後
・欧米に対抗するため、アジアのみ
を前提とした経済協力ビジョン

■　

中
国
：
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
東
ア
ジ
ア
の
そ
の
他
の
国
を
強
力
に
組
み
込

む
役
割
を
果
た
し
、
今
後
と
も
そ
れ
は
続
く
だ
ろ
う
。
中
国
は
権
力
の

真
ん
中
に
い
る
つ
も
り
は
な
い
（
中
国
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
親
中
国
的

な
組
織
と
認
識
し
て
い
る
。
日
韓
は
別
の
考
え
が
あ
る
。
日
本
は
米
国

や
そ
の
他
の
国
に
も
入
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
、
韓
国
は
中
間
的
な
考
え
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
力
を
与
え
す
ぎ
る
の
は
危
険
と
い
う
人
も
い
る
）。

が
復
活
し
た
。

■　

九
〇
年
代
初
頭
か
ら
中
葉
：「
ア
ジ
ア
の
価
値
」
の
論
争
が
起
き
た
。

ア
ジ
ア
の
指
導
者
は
そ
れ
ま
で
の
成
果
に
自
信
を
持
ち
、「
西
欧
」
の

価
値
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
の
懐
疑
を
持
つ
に
至
っ
た
。

連
帯
と
東
ア
ジ
ア　

Ⅵ

■　

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
経
済
連
合
：
よ
り
統
合
さ
れ
た
ア

ジ
ア
の
概
念
が
提
唱
さ
れ
た
。
分
散
し
て
い
る
ア
ジ
ア
の
地
域
連
合
の

枠
組
み
を
「
東
ア
ジ
ア
」
に
統
合
し
て
は
ど
う
か
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア

諸
国
は
東
ア
ジ
ア
経
済
連
合
の
目
的
、
構
造
、
機
能
で
合
意
に
至
ら
な

か
っ
た
。

■　

Ａ
Ｐ
Ｔ
（A

S
E
A
N
 P
lus T

hree

）：
連
携
の
機
会
を
増
加
さ
せ
、

相
互
理
解
、
信
頼
、
友
好
関
係
を
促
進
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
交
流
を
強

化
し
た
。

■　

金
大
中
：
東
ア
ジ
ア
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の

Ｅ
Ａ
Ｅ
Ｇ
に
類
似
し
た
集
ま
り
。
最
初
の
東
ア
ジ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
は

二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
。
初
歩
的
な
組
織
づ
く
り
が
達
成

さ
れ
た
。

連
帯
と
東
ア
ジ
ア　

Ⅶ

■　

九
七
、
九
八
年
の
ア
ジ
ア
経
済
危
機
：
各
種
の
地
域
経
済
合
意
に
よ
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三
〇
九

に
）
欧
州
の
政
治
文
化
の
中
で
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。

連
帯
と
東
ア
ジ
ア　

Ⅷ

■　

日
本
：
小
泉
純
一
郎
は
二
〇
〇
二
年
、
東
ア
ジ
ア
の
「
共
同
体
で
共

に
歩
み
共
に
栄
え
る
」
も
の
を
作
る
べ
き
と
述
べ
、
二
〇
〇
四
年
に
は

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
3
を
元
に
し
た
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
考
え
を
擁
護
」。

鳩
山
由
紀
夫
は
「
独
立
と
共
存
の
理
念
」
と
し
て
の
兄
弟
愛
（
友

愛
？
）
を
主
張
し
、「
兄
弟
愛
（
友
愛
？
）
の
理
念
か
ら
生
ま
れ
る
国

家
目
標
」
と
し
て
の
共
同
安
全
保
障
を
唱
え
た
。
鳩
山
は
東
ア
ジ
ア
の

熱
心
な
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
期
待
し
た
が
政
権
は
短
命
に
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。

■　

米
国
：
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
は
、
米
国
は
ア
ジ
ア
に
効
果
的
な

地
域
共
同
体
を
建
設
す
る
際
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
述
べ
た
。

結
論

■　

連
帯
の
理
念
は
東
ア
ジ
ア
に
新
し
い
地
域
共
同
体
を
作
り
出
し
、
欧

州
の
既
存
の
経
済
・
政
治
共
同
体
を
活
性
化
す
る
た
め
の
共
通
理
念
と

し
て
使
え
る
。

■　

連
帯
は
東
ア
ジ
ア
の
協
力
と
将
来
の
統
合
を
加
速
す
る
う
え
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
理
念
は
積
極
的
、
本
質
的
に
適
用
さ

れ
、
特
に
問
題
解
決
に
生
か
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

■　

欧
州
の
統
合
は
、
部
分
的
に
は
欧
州
の
政
策
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
連

帯
が
明
確
に
謳
わ
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
連
帯
は
（
前
述
の
よ
う
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